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令和6年能登震災被災者の患者さんへ 
研究協⼒のお願いについて 

 
本学では、下記の研究を⾏います。研究⽬的や研究⽅法は以下の通りです。この掲⽰などによるお

知らせの後、臨床情報の研究使⽤を許可しない旨のご連絡がない場合においては、ご同意をいただ
いたものとして実施されます。皆様⽅におかれましては研究の趣旨をご理解いただき、本研究への
ご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。 

なお，この研究は，⾦沢⼤学医学倫理審査委員会の審査を受け，附属病院⻑の承認を得て⾏ってい
るものです。 
 
１．研究の対象 

年齢は問わず、性別男⼥問わず、2024 年 1 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇の 2 年間に⾦沢⼤学
附属病院で受診された能登震災被災者を対象としています。 

 

２．研究の⽬的について 
研究課題名︓令和6年能登半島地震被災者に関する疫学的調査 
2024年1⽉1⽇、⽯川県能登半島沖にて最⼤震度7に到達する震災が発⽣しました。地震

による家屋倒壊や⽕災、⼟砂災害、津波などにより多数の被害が報告されており、被災した
地域社会の復興には未だ時間がかかる状態です。 

⽐較的⾼齢者⼈⼝の割合が⾼い地域であることや能登半島の地形、コロナウイルス感染症
が世界的に流⾏している中での⾃然⼤災害であることなど、これまで過去の地震と異なる条
件のもと、現在も災害医療活動が⾏われています。 

本件における震災関連の疫学的検討や治療⽅法に関するデータの集積・解析が、今後の新
しい災害医療体制の⼀助となります。 

本研究は、令和6年能登半島地震被災者における臨床データ・治療内容を後⽅視的に解析
し、⼤規模災害が発⽣した場合にどのような被災者⽀援および医療⾏為が有効であるかを検
討することを⽬的としています。 
 

３．研究の⽅法について 
本研究は、⾦沢⼤学附属病院内の診療録からの情報を⽤いて、専ら集計や、簡単な統計処理を⾏

う研究です。研究に⽤いるデータは、被災者患者の年齢・性別・基礎疾患などの背景、治療に関す
るデータ等であり、個⼈を特定可能な情報は解析に⽤いません。採取した検体を⽤いて、病原毒性
を客観的に評価・解析します。測定結果と取得した情報の関係性を分析します。 
 
４．研究期間 

2024年1⽉1⽇〜2026年3⽉31⽇ 
 

５．研究に⽤いる試料・情報の種類 
患者背景情報（年齢、性別、⾝⻑、体重、病名、現病歴、既往歴、併存症、内服歴、重症度な

ど）、画像診断（Ｘ線写真、CT検査、超⾳波検査など）、バイタルサイン（⾎圧、脈拍、呼吸数な
ど）、治療・管理で使⽤した薬剤、デバイス（気管挿管、透析など）、検査（動脈⾎ガス分析、⼀般
⾎液、⾎液⽣化学、ウイルス、⾎液培養、各種細菌学的検査など）です。 
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６．外部への試料・情報の提供・公表 

外部への資料提供はありません。 

 
７．予想される利益と不利益について 

この研究はデータの調査だけを⾏う研究であり，この研究に参加しても患者さんに直接の利益は
ありません。予測される不利益として個⼈情報の流出の可能性はゼロではありませんが、そういう
ことがないようにデータの取り扱いについては，外部に漏れることが無いよう細⼼の注意を払いま
す。 

 

８．プライバシーの保護について 
患者さんの⾎液や病理組織、測定結果、カルテ情報をこの研究に使⽤する際は、⽒名、⽣年⽉⽇

などの患者さんを直ちに特定できる情報は削除し研究⽤の番号を付けて取り扱います。患者さんと
研究⽤の番号を結びつける対応表のファイルにはパスワードを設定し、インターネットに接続でき
ないパソコンに保存します。このパソコンが設置されている部屋は、⼊室が管理されており、第三
者が⽴ち⼊ることができません。 

また、この研究の成果を発表したり、それを元に特許等の申請をしたりする場合にも、患者さん
が特定できる情報を使⽤することはありません。 

なお、この研究で得られた情報は研究責任者（⾦沢⼤学附属病院 救急・災害医学 教授 岡島
正樹）の責任の下、厳重な管理を⾏い、患者さんの情報などが漏洩しないようプライバシーの保護
には細⼼の注意を払います。 

 
９．研究組織 
研究責任者 
 ⾦沢⼤学附属病院 救急・災害医学 教授 岡島正樹 
研究分担者 
 ⾦沢⼤学附属病院救急科             講師   草⼭隆志  
 ⾦沢⼤学附属病院研修医・専⾨医総合教育センター 特任助教 ⾼⽥智司 

⾦沢⼤学附属病院救急科             特任助教 ⽶澤宏隆 
 ⾦沢⼤学附属病院救急科             特任助教 平井忠幸 
 ⽯川県健康福祉部地域医療推進室         室⻑   ⽊村慎吾 
 
1０．本研究に係る資⾦ならびに利益相反について 

この研究は，資⾦について運営交付⾦にて実施するものです。本研究の研究担当者は「⾦沢⼤学
臨床研究利益相反マネージメントポリシー」に従い、臨床研究利益相反マネージメント委員会に必
要事項を申告し、審査と承認を得ています。この研究において⽤いる試薬などはなく、従って、私
はこの研究の実施の際に個⼈的な利益のために専⾨的な判断を曲げるようなことは⼀切いたしませ
ん。 

 
１１．研究への不参加の⾃由について  
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情報が当該研究に⽤いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理⼈の⽅にご了承いた
だけない場合には研究対象としませんので、2026年3⽉31⽇までに下記の連絡先までお申出くだ
さい。その場合でも患者さんに不利益が⽣じることはありません。 

 
１２．研究に関する窓⼝ 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望があ
れば、他の研究対象者の個⼈情報及び知的財産の保護に⽀障がない範囲内で、研究計画書及び
関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 研究機関の名称︓⾦沢⼤学附属病院 

研究責任者︓岡島正樹（⾦沢⼤学附属病院 救急・災害医学 教授） 
 問合せ窓⼝︓岡島正樹（⾦沢⼤学附属病院 救急・災害医学 教授） 

住所   ︓⾦沢市宝町13-1 
電話   ︓076-265-2000（内線 2020） 

  

 


